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「
禁
煙
」「
非
メ
タ
ボ
社
員
」
に
健
康

手
当
を
出
す
会
社
が
あ
る
。
社
員
が
生

活
改
善
し
た
方
が
、
大
病
を
患
う
よ
り

会
社
の
損
失
が
少
な
く
、
両
者
に
メ
リ

ッ
ト
が
あ
る
と
い
う
。
現
在
４
人
に
１

人
が
高
齢
者
。
今
後
は
増
加
す
る
一
方

だ
。
生
活
改
善
！
健
康
に
努
め
た
い
。

　

大
飯
原
発
４
号
機
の
運
転
停
止
で
、

１
年
２
カ
月
ぶ
り
に
日
本
の
全
原
発
が

稼
働
停
止
し
た
。
停
止
し
た
と
は
い
っ

て
も
行
き
場
の
な
い
核
の
ゴ
ミ
が
日
本

中
に
あ
ふ
れ
て
い
る
。
生
き
て
い
る
間

に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
い
原
発
の
再

稼
働
は
や
め
、
責
任
持
っ
て
脱
原
発
！

24日㈫　第29回執行委員会（札幌市）
25日㈬　道人事委員会交渉
26日㈭　第55回定期大会（～ 27日、札幌市）
27日㈮　第１回執行委員会（札幌市）

２日㈬　道人事委員会交渉
３日㈭　連合本部第13回定期大会（～４日、東京）
５日㈯　�STOP泊原発の再稼働！さようなら原発北

海道集会in岩内（岩内町）
10日㈭　第１回拡大闘争委員会（札幌市）
　　　　第１回賃金担当者会議（札幌市）
11日㈮　OBL会秋期学習・交流会（札幌市）

９月

10月

道本部ホームページ

組合員専用ページは
ユーザー名：hokkaido
パスワード：jichi2009

自治労北海道

JICHIRO スケジュール
２

本号の紙面

道本部ホームページ「単組・組合員専用ページ」
リニューアルしました！

３ 全道野球大会「初栄冠！知内町職が優勝」

４ 公共民間労組協総会・学習会、書記評総会
職場だより「釧根地本発」ほか

初の試みで開いた「男女がともに担う自治労北海道拡大推進委員会」
で、網走地本の取り組みを報告する結城さん＝９月６日、自治労会館

講演する鎌田慧さん＝９月７日、豊富町

男女が
ともに

給与削減問題の本質は

地方交付税の削減！

幌
延
に「
核
の
ゴ
ミ
」は
NO
！

誰
か
が
…
で
は
な
く
自
分
で

財
源
確
保

普通交付税のしくみ

行
動
だ

に
は

基準財政
需 要 額
Ａ市

基準財政
収 入 額
Ａ市

９月17日 現在

筆単組・26,14789

原発のない北海道の実現を求める
「全道100万人」署名実施中！

11月末まで取り組みます

年
度
の
地
方
財
政
展
望
」
と

題
し
て
「
震
災
復
興
費
１
兆

円
が
未
使
用
。
給
与
カ
ッ
ト

ま
で
し
て
捻
出
し
た
も
の
が

復
興
に
使
わ
れ
ず
、
さ
ら
に

関
係
の
な
い
事
業
に
流
用
さ

れ
て
い
る
。
被
災
地
で
は
市

町
村
職
員
不
足
で
現
場
対
応

す
ら
で
き
て
い
な
い
。
こ
れ

を
ど
う
に
か
す
る
政
策
を
す

べ
き
だ
」
と
指
摘
し
た
。
ま

た
、「
地
方
財
政
計
画
で
、
総

務
省
は
２
０
１
３
年
度
歳
出

総
額
維
持
を
主
張
し
て
い
る

が
、
財
務
省
は
減
ら
し
た
い

考
え
。
12
月
に
財
務
省
と
の

調
整
が
重
要
だ
。
財
務
省
は

特
別
枠
の
解
消
、
総
務
省
は

特
別
枠
維
持
を
主
張
し
て
い

る
。
自
治
労
の
取
り
組
み
と

し
て
も
重
要
に
な
る
だ
ろ

う
」
と
強
調
し
た
。

男
女
平
等
に
反
対
の
人
は
い

な
い
が
進
ん
で
い
な
い
。
私

た
ち
が
取
り
組
む
こ
と
で
、

地
域
の
男
女
平
等
に
も
む
き

合
え
る
」
と
述
べ
、
ワ
ー
ク

ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
労
使
協
定

の
推
進
を
呼
び
か
け
た
。

　

そ
の
後
、
網
走
、
空
知
地

本
の
取
り
組
み
を
報
告
し
、

最
後
に
、
藤
盛
推
進
委
員
長

が
「
こ
の
問
題
を
否
定
す
る

人
は
い
な
い
。
動
き
出
す
こ

と
が
大
事
だ
」
と
ま
と
め
た
。

※
詳
細
は
Ｈ
Ｐ
で
！

と
し
て
働
き
や
す
い
職
場
を

つ
く
る
、
と
い
う
思
い
が
重

要
」
と
強
調
し
た
。

　

ま
た
、
東
京
都
本
部
・
樺

山
政
治
政
策
局
長
は
、「
東
京

都
本
部
の
男
女
が
と
も
に
担

う
運
動
の
取
り
組
み
」
と
題

し
て
、「
オ
ラ
が
自
治
体
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
、
職
員

だ
か
ら
こ
そ
見
え
る
は
ず
。

所
』
も
稼
働
で
き
る
状
態
に

な
い
。
核
廃
棄
物
の
直
接
処

分
の
可
能
性
が
大
き
い
。
政

府
は
、『
幌
延
は
例
外
に
は
な

ら
な
い
』
と
い
う
考
え
方
で

可
能
性
が
あ
る
。
全
国
さ
よ

う
な
ら
原
発
１
０
０
０
万
人

ア
ク
シ
ョ
ン
の
署
名
は
、
現

在
８
５
０
万
筆
ほ
ど
集
ま
っ

て
い
る
。
原
発
ゼ
ロ
社
会
を

め
ざ
し
、
と
も
に
た
た
か
お

う
」
と
呼
び
か
け
た
。

　

集
会
後
、
参
加
者
は
豊
富

町
内
を
デ
モ
行
進
し
た
。

が
、
な
し
崩
し
的
に
処
分
地

と
さ
れ
る
こ
と
が
危
惧
さ
れ

て
い
る
。

集
会
で
は
、「
行
き
づ
ま
っ
た

原
発
政
策
の
終
焉
」
と
題
し

て
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
鎌

田
慧
さ
ん
が
講
演
し
た
。

　

鎌
田
さ
ん
は
、「
崩
壊
過
程

に
あ
る
日
本
の
原
子
力
産
業

を
ど
う
た
た
む
か
が
課
題

だ
。『
も
ん
じ
ゅ
』
も
『
六
ヶ

束
に
な
っ
て
い
る
。
し
か

し
、
現
段
階
で
①
国
に
よ
る

最
終
処
分
地
の
候
補
地
選
び

の
「
文
献
調
査
」
の
申
し
入

れ
が
本
格
化
す
る
こ
と
②
文

部
科
学
省
が
地
層
処
分
を
研

究
し
て
い
る
幌
延
と
、
瑞
浪

（
岐
阜
県
）
の
ど
ち
ら
か
を

廃
止
方
針
を
示
し
た
こ
と
③

来
年
度
、
実
際
の
処
分
に
近

い
研
究
が
は
じ
ま
り
、
幌
延

　

９
月
７
日
、
豊
富
町
・
町

民
セ
ン
タ
ー
で
、
北
海
道
平

和
運
動
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
主
催

す
る
「
Ｎ
Ｏ
！
核
の
ゴ
ミ　

幌
延
の
最
終
処
分
地
を
許
さ

な
い
北
海
道
集
会
」
が
開
か

れ
４
５
０
人
が
参
加
し
た
。

　

幌
延
深
地
層
研
究
セ
ン

タ
ー
を
め
ぐ
っ
て
は
、
当

初
、
核
廃
棄
物
は
持
ち
込
ま

な
い
、
終
了
後
埋
め
戻
す
約

　

男
女
雇
用
機
会
均
等
法
が

で
き
る
ま
で
の
奮
闘
を
描
い

た
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
Ｘ
」
の
ビ
デ
オ
鑑
賞
を
織

り
交
ぜ
、
自
治
労
本
部
・
青

木
総
合
企
画
総
務
局
長
が
、

「
国
の
法
律
は
最
低
基
準
、

労
働
組
合
と
し
て
獲
得
で
き

る
課
題
は
多
い
、
そ
の
た
め

の
議
論
と
取
り
組
み
が
必
要

だ
。
誰
か
が
何
か
を
し
て
く

れ
る
で
は
な
く
自
分
の
問
題

　

自
治
労
が
「
男
女
が
と
も

に
」
の
運
動
を
産
別
統
一
闘

争
と
し
て
進
め
て
か
ら
12
年

が
経
過
し
た
。
道
本
部
は
、

９
月
６
日
自
治
労
会
館
で
、

運
動
の
新
た
な
ス
タ
ー
ト
と

位
置
づ
け
、
各
地
本
女
性
推

進
委
員
の
参
加
を
得
て
、
初

の
「
男
女
が
と
も
に
担
う
自

治
労
北
海
道
拡
大
推
進
委
員

会
」
を
開
き
30
人
（
内
女
性

18
人
）
が
参
加
し
た
。

活
用
し
た
議
会
意
見
書
や
、

地
方
交
付
税
法
17
―
４
を
活

用
し
た
総
務
省
へ
の
意
見
書

な
ど
の
取
り
組
み
を
強
化
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
」
と
強

調
し
た
。

　

高
木
さ
ん
は
、「
２
０
１
４

　

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
地
方
自

治
総
合
研
究
所
・
飛
田
博
史

研
究
員
と
、
高
木
健
二
前
研

究
員
が
講
演
し
た
。

　

飛
田
さ
ん
は
、「
地
方
公
務

員
給
与
の
臨
時
削
減
問
題
と

財
源
保
障
の
展
望
」
と
題
し

た
講
演
で
、「
給
与
削
減
問
題

の
本
質
は
、
地
方
交
付
税
の

削
減
問
題
。
国
家
公
務
員
給

与
の
臨
時
削
減
を
テ
コ
に
、

地
方
自
治
体
に
圧
力
を
か
け

た
」
と
説
明
し
た
。
今
後
の

対
応
と
し
て
、「
財
源
を
確
保

す
る
た
め
に
は
、
今
ま
で
以

上
に
行
動
す
る
こ
と
が
必

要
。
地
方
自
治
法
第
99
条
を

　

道
本
部
は
９
月
６
日
、
北
海
道
自
治
労
会
館
で
自
治
体
政
策
セ
ミ
ナ
ー
を
開
き
、
地

方
交
付
税
の
し
く
み
、
今
年
度
の
普
通
交
付
税
額
算
定
の
考
え
方
、
２
０
１
４
年
度
の

動
向
を
、
組
合
員
や
自
治
体
議
員
な
ど
１
４
０
人
が
参
加
し
学
習
し
た
。

みんなの署名で支援しよう！

「原発事故子ども・被災者支援法」

☆具体的施策の実現にむけて
・対象範囲を縮小させない
・健康・暮らしの保障・補償

☆時効に関する「特別」の立法措置
・�損害の内容によっては来年３月10日
時効になる可能性があります。

―11月25日まで集めます！―

避難する人も福島で生活する人も福
島に戻る人も、国が同等に支援する
ための法律です。

法律を確かなものにするために署名が
必要です。ご協力をお願いします。

ポイント

まちの収入額
標準税収入80億円

120億円

20億円

余剰財源

留保財源

普　通
交付税

基準財政収入額

まちの収入額
（税収等見込みの75％）

まちの仕事で使うお金
（標準行政の経費）

需
要
額
の
算
定
が
減
少

す
る
と
交
付
税
が
減
る

し
く
み
だ
。

基準財政需要額

60億円

100億円

40億円 全日本自治団体労働組合
北海道本部

〒060-0806　札幌市北区
北６西７北海道自治労会館
電　話　011-747-3211
ＦＡＸ　011-700-2053
編集・発行　谷川　広美

視覚障害その他の理由で活字のままでこの本を利用出来ない人のために、営利を目的とする場合を除き「録音図書」「点字図書」「拡大写本」等の製作をすることを認めます。その際は著作権者、または、出版社まで御連絡ください。
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■トップページ

■単組・組合員
　専用ページ

い
つ
で
も
ど
こ
で
も

パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ホ
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
！

道本部ホームページ
８月30日

リニューアルしました！
単組・組合員専用ページ

10月１日（火）ＩＤとパスワードを変更します。

ＩＤ：?????????
パスワード：?????????

リニューアルページはトップページの「β版」をクリック

www.jichiro-hokkaido.gr.jp
　

道
本
部
は
、
結
成
50
周
年
を
記
念
し
、
昨
年
12
月
に
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
。

さ
ら
に
、
本
年
８
月
30
日
、
こ
れ
ま
で
よ
り
も
わ
か
り
や

す
い
情
報
発
信
を
進
め
る
た
め
、「
単
組
・
組
合
員
専
用
ペ

ー
ジ
」
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
。
道
本
部
各
部
局
の
取
り

組
み
や
課
題
、
会
議
・
集
会
の
日
程
な
ど
を
わ
か
り
や
す

く
て
い
ね
い
に
情
報
発
信
し
て
い
く
。
パ
ソ
コ
ン
だ
け
で

な
く
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
、
い
つ
で
も
、

ど
こ
で
も
見
る
こ
と
が
可
能
だ
。新
年
度
10
月
１
日
に
は
、

Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
を
変
更
す
る
。「
？
？
？
？
？
？
？
」

と
記
憶
し
よ
う
。

リンク

単組や関係団
体、組織内議員
のホームページ
にリンクできま
す。

北海道医療の情報
はここで見ること
ができます。

★�単組・組合員専用
ページリニューア
ルとともに設置し
ました。

アーカイブ

カテゴリ

記事を月ごとに見る
ことができます。

記事を分野ごとに見
ることができます。

★今後、使いやす
さを追求し、除々
に改善します。そ
のため、表示方法
を変更することが
あります。
ご要望は、単組・
組合員専用ページ
上の「道本部への
メール」にお願い
します。

ID・パスワード
次号から
１面スケジュール
下に掲載します

トップページに戻る

「道本部へのメール」
はこちら 文字の大きさ

を変更できます

各部局に関することは、
こちらからご覧ください。
あなたが所属する評議
会（衛生医療・社会福祉
・現業公企・書記評）、
補助機関（女性部・青
年部など）の情報を見
ることができます。

政治フォーラム、OBL
会、退職者会、消防協、
全労済情報のメニュー
もできました。

以前見た記事をさがす
関連する言葉を入力し
て検索。

機関紙「自治労北海道」
2008年１月１日号から
最新号まで見ることが
できます。

旧サイトはこちらから
・�ト ッ プ ペ ー ジ は
　�2012年12月１日以前
の記事を見るとき。

・�単組・組合員専用ペ
ージは、2013年８月
30日以前の記事を見
るとき。

最初のページにもどる
記事を読み終え、はじ
めのページにもどりた
いとき。

峰崎学監の「チャランケ通
信」はこちらをクリック

トピックスに載っていないニュースはこちらから

単組・組合員
専用ページ

トピックス
最新ニュースが載ります。
あとから左のMENUや過去の
ニュースで見ることができます。

本部、道本部、地方本部、連合
の記事を見るときは、ここのそ
れぞれのインデックスをクリッ
ク！
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第28回 全国自治体職員等女子バレーボール全国優勝大会

見事、初の栄冠を勝ち取った知内町職＝９月２日、新ひだか町

準優勝の新冠町職、来年の全道大会出場を決めた＝９月２日、新ひだか町チーム一丸で優勝した知内町職

激戦となった決勝戦

初栄冠！知内町職が優勝
個
人
賞

■
勝
利
監
督
賞

決
勝
戦
試
合
結
果

地
元
新
冠
が
準
優
勝

■
最
優
秀
選
手
賞

■
打
撃
賞

■
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
賞

■
殊
勲
賞

■
敢
闘
賞

知内町職

知内町職

知内町職

知内町職

知内町職

新冠町職

西野俊一さん

阿部駿也さん

成田琢馬さん

東出朋也さん

帰山淳一さん

原口正也さん

　

そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
果
た

な
い
の
で
、
相
手
が
ど
ん
な

チ
ー
ム
か
も
わ
か
ら
な
い
。

　

打
線
を
つ
な
い
で
く
れ
た

の
で
、
打
つ
こ
と
だ
け
考
え

た
。
受
賞
で
き
る
と
は
思
わ

な
か
っ
た
。
チ
ー
ム
の
み
ん

な
の
お
か
げ
。
来
年
も
４
番

で
打
て
る
よ
う
練
習
す
る
。

　

チ
ー
ム
の
み
ん
な
が
頑
張

っ
て
く
れ
た
お
か
げ
で
優
勝

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
全
国

　

体
力
的
に
と
て
も
辛
い
試

合
だ
っ
た
。
試
合
で
は
エ
ラ

ー
し
な
い
よ
う
頑
張
っ
た
が

と
て
も
緊
張
し
た
。
全
国
大

会
に
出
る
以
上
、
優
勝
め
ざ

し
て
た
た
か
う
。

　

監
督
が
ラ
ス
ト
シ
ー
ズ
ン

で
、
優
勝
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

た
か
っ
た
が
残
念
。
地
元
開

催
で
、
た
く
さ
ん
の
応
援
に

感
謝
。
も
っ
と
練
習
し
て
来

年
も
頑
張
る
。

　

８
月
31
日
～
９
月
２
日
、
新
ひ
だ
か
町
・
古
川
公
園
野
球
場
を
メ
ー
ン
会
場
に
、
第

47
回
全
道
自
治
体
職
員
等
野
球
選
手
権
全
道
優
勝
大
会
が
開
か
れ
、
地
方
本
部
予
選
大

会
で
勝
ち
抜
い
た
28
チ
ー
ム
が
参
加
し
た
。
全
道
１
５
８
チ
ー
ム
の
頂
点
に
上
り
詰
め

た
の
は
知
内
町
職
。
初
戦
で
苫
小
牧
消
防
協
（
昨
年
の
覇
者
）
を
破
り
初
優
勝
し
、
地

元
新
冠
町
職
が
準
優
勝
と
な
っ
た
。
知
内
町
職
は
、
来
年
９
月
５
～
７
日
、
札
幌
市
で

開
か
れ
る
全
国
大
会
に
参
加
す
る
。渡
島
地
本
代
表
チ
ー
ム
が
出
場
す
る
の
は
初
め
て
。

全
国
大
会
に
は
、来
年
度
後
志
管
内
で
開
か
れ
る
全
道
大
会
優
勝
チ
ー
ム
も
参
加
す
る
。

第47回
全道自治体職員等

野球選手権大会

渡
島
地
本
か
ら
初
！

知
内
町
職
が
全
国
大
会
に

来
年
９
月
５
日
か
ら
札
幌
で

2 

赤
平
市
職
労

3 

網
走
総
支
部

1 

新
ひ
だ
か
町
職

28 

新
冠
町
職

4 

苫
小
牧
消
防
協

5 

知
内
町
職

6 

名
寄
市
職
労

7 

枝
幸
町
職

8 

登
別
市
職
労

9 

苫
小
牧
市
職
労

10 

当
麻
町
職

11 

上
川
町
職
労

12 

網
走
市
労
連

13 

小
樽
市
消
防

14 

寿
都
町
職

15 

白
糠
町
職

16 

帯
広
市
労
連

17 

松
前
町
職

18 

別
海
町
職

19 

留
萌
市
労
連

20 

恵
庭
市
職
労

21 

石
狩
市
職
労

22 

江
別
市
職
労

23 

北
広
島
市
職
労

24 

南
幌
町
職

25 

今
金
町
職

26 
滝
川
消
防
協

27 

音
更
町
職
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13：40
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11：20
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9：00

9/1
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11：20

9/1
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13：40

9/1

Ｃ⑥

13：40

9/1

Ｂ⑥

13：40

9/1

Ａ⑥

13：40

9/2

Ａ⑦

9：00

9/2

Ａ⑧

13：00

9/2
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9：00

優勝　知内町職

５　　３ ２　　３ ４　　２ ４　　０ ７　　０ ０　　６ ０　　３ 15　　０ ０　　６

２ 14１ ０

０ ３３ ２

０ ７２× １８ ０４ １４ ０２ ３×

１ ２３ ４

１× ０ ０ ４

４ ３

２　３× ０　　７ ２　　９１
日
目

２
日
目

３
日
目

自治労北海道本部発足50周年
第47回全道自治体職員等野球選手権全道優勝大会試合結果

し
て
く
れ
た
こ
と
、
チ
ー
ム

一
丸
と
な
れ
た
こ
と
が
優
勝

に
つ
な
が
っ
た
。
全
国
大
会

に
む
け
て
一
層
練
習
を
積
ん

で
頑
張
る
。

を
勝
ち
取
り
優
勝
し
た
。

で
ノ
ー
ア
ウ
ト
１
、
２
塁
と

し
た
が
、
次
の
打
者
の
絶
妙

な
犠
打
を
成
田
捕
手
が
強
肩

で
阻
止
し
た
。

　

そ
の
後
、
原
口
選
手
の
進

塁
打
で
、
２
ア
ウ
ト
２
、
３

塁
と
同
点
、
サ
ヨ
ナ
ラ
の
チ

ャ
ン
ス
を
得
た
。
そ
こ
で
、

阿
部
投
手
が
後
続
を
断
ち
き

り
、
知
内
町
職
が
初
の
栄
冠

一
気
に
逆
転
。
し
か
し
、
そ

の
裏
、
新
冠
町
職
の
、
四
球

か
ら
、
千
葉
選
手
の
左
前
安

打
で
同
点
に
追
い
つ
い
た
の

ち
、
一
進
一
退
の
攻
防
で
勝

負
は
延
長
戦
へ
。

　

延
長
11
回
表
、
知
内
町
職

の
攻
撃
、
先
頭
の
成
田
選
手

が
中
前
安
打
、
続
く
阿
部
選

手
も
内
野
安
打
で
、
ノ
ー
ア

　

善
戦
す
る
も
敗
れ
た
地
元

新
冠
町
職
だ
が
、
初
の
準
優

勝
と
な
り
、
来
年
の
全
道
大

会
へ
の
出
場
権
を
手
中
に
し

た
。
試
合
後
は
、
か
け
つ
け

た
大
応
援
団
に
リ
ベ
ン
ジ
を

誓
っ
た
。

ウ
ト
１
、
２
塁
に
す
る
と
、

続
く
森
選
手
の
打
撃
で
ラ
ン

ナ
ー
を
進
め
、
１
ア
ウ
ト
２
、

３
塁
と
な
っ
た
。

　

新
冠
町
職
は
、
満
塁
策
を

と
っ
た
が
、
東
出
朋
也
選
手

が
左
前
安
打
で
貴
重
な
勝
ち

越
し
点
を
あ
げ
た
。

　

11
回
裏
、
新
冠
町
職
は
、

中
村
選
手
の
右
前
安
打
な
ど

広
げ
、
原
口
選
手
の
内
野
ゴ

ロ
の
間
に
１
点
先
制
、
さ
ら

に
酒
井
選
手
の
内
野
安
打
で

１
点
を
追
加
し
た
。

　

そ
の
後
、
両
チ
ー
ム
投
手

の
力
投
で
無
得
点
が
続
い
た
。

　

６
回
表
、
知
内
町
職
は
先

頭
の
帰
山
選
手
が
左
前
安
打

で
出
塁
す
る
と
、
こ
の
回
だ

け
で
４
安
打
・
３
得
点
と
、

　

決
勝
戦
進
出
は
、
知
内
町

職
、
新
冠
町
職
と
も
初
め
て
。

実
力
が
拮
抗
す
る
激
戦
に
な

っ
た
。

　

先
制
点
を
あ
げ
た
の
は
新

冠
町
職
。
２
回
、
１
ア
ウ
ト

か
ら
浜
口
選
手
、
千
葉
選
手

の
連
続
安
打
で
チ
ャ
ン
ス
を

　

受
賞
で
き
て
う
れ
し
い
。

頑
張
っ
た
か
い
が
あ
る
。
全

国
大
会
は
経
験
し
た
こ
と
が

チ
ー
ム
一
丸
と
な
り
優
勝

チーム名 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 計

知内町職 ０ ０ ０ ０ ０ ３ ０ ０ ０ ０ １ ４

新冠町職 ０ ２ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ３

◇決勝　開始13：00　　◇終了15：30　　◇新ひだか町古川公園野球場

2013年９月28日⇒30日 千葉ポートアリーナ
出場チームは 札幌市職連と帯広市労連

◇�試合結果は随時、ホームページ【単組・組合員専用ページ】でお知らせし
ます！お楽しみに！

準優勝は地元・新冠町職

今
日
の
よ
う
な

ピ
ッ
チ
ン
グ
を

し
た
い
。

大
会
も
チ
ー
ム

一
丸
と
な
っ
て

た
た
か
う
。
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全
道
野
球
大

会
初
優
勝
の
知

内
町
職
の
み
な

さ
ん
お
め
で
と

う

ご

ざ
い

ま

す
。
私
の
出
身

で
あ
る
上
川
町

職
は
残
念
な
が

ら
二
回
戦
で
強
豪
に
敗
退
。

来
年
に
期
待
▼
今
大
会
の
殊

勲
賞
に
輝
い
た
知
内
の
帰
山

さ
ん
は
知
る
人
ぞ
知
る
、
組

合
の
役
員
で
も
あ
る
。実
は
、

今
年
３
月
に
結
成
さ
れ
た
知

内
消
防
研
究
会
の
設
立
に
あ

た
り
、
組
合
青
年
部
と
若
手

消
防
職
員
の
橋
渡
し
に
も
尽

力
い
た
だ
き
、
そ
の
突
破
口

が
「
野
球
部
つ
な
が
り
」
だ

っ
た
と
か
▼
町
村
チ
ー
ム
は

野
球
部
人
口
も
少
な
く
、
消

防
職
員
が
選
手
と
な
っ
て
大

会
に
参
加
し
て
い
る
場
合
が

少
な
く
な
い
。
自
治
体
職
員

の
仲
間
だ
か
ら
力
を
結
集
す

る
こ
と
は
良
い
こ
と
だ
▼
一

方
、
大
会
で
勝
ち
残
る
と
職

場
か
ら
の
離
脱
が
長
引
く
こ

と
も
あ
り
、
支
え
る
職
場
の

仲
間
の
力
も
必
要
だ
。
知
内

町
職
チ
ー
ム
も
消
防
の
仲
間

が
メ
ン
バ
ー
に
い
た
そ
う
だ

が
勤
務
の
都
合
で
決
勝
に
は

出
ら
れ
ず
、「
補
強
」
の
帰
山

さ
ん
が
満
を
持
し
て
出
場
、

結
果
を
残
し
た
▼
こ
れ
で
消

防
職
場
の
厚
い
信
頼
も
一
人

占
め
か
。
組
織
拡
大
の
殊
勲

者
は
ま
さ
に
、
ス
ー
パ
ー「
サ

ブ
ち
ゃ
ん
」�

（
吉
田
雅
人
）

忙中余話

職
場
だ
よ
り

左から岩本弥生書記、大津雅弘書記長、水上美和書記＝釧路総支部書記局

【
釧
根
地
本
発
】
全
道
庁
労

連
釧
路
総
支
部
は
、
８
月
６

日
か
ら
「
団
体
生
命
共
済
」

な
ど
の
募
集
を
開
始
し
た
。

そ
れ
に
あ
わ
せ
て
、
フ
ァ
イ

ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
、

全
労
済
や
労
金
の
職
員
の
協

力
を
得
て
、
保
障
の
見
直
し
、

住
宅
ロ
ー
ン
の
見
直
し
な
ど

の
相
談
会
を
実
施
し
た
。

　

相
談
会
で
は
、
各
組
合
員

が
加
入
し
て
い
る
保
険
内
容

を
自
身
で
確
認
し
た
上
で
、

公
務
員
特
有
の
各
種
給
付
を

勘
案
し
た
保
険
見
直
し
の
提

案
を
受
け
た
。

　

組
合
員
か
ら
は
、「
今
加
入

し
て
い
る
保
険
が
ベ
ス
ト
と

思
っ
て
い
た
が
、
毎
年
見
直

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

が
わ
か
っ
た
」「
民
間
生
保

が
、
公
務
員
の
各
種
給
付
を

理
解
せ
ず
に
、
保
険
の
提
案

し
て
い
る
の
は
知
ら
な
か
っ

た
…
」「
入
院
し
て
も
す
ぐ
役

員
が
請
求
な
ど
の
対
応
し
て

く
れ
る
と
こ
ろ
は
、
自
治
労

共
済
な
ら
で
は
」
と
多
数
の

声
を
頂
い
た
。

　

自
治
労
共
済
組
合
員
だ
か

ら
こ
そ
利
用
で
き
る
「
自
治

労
共
済
」
の
普
及
と
保
障
見

直
し
に
よ
る
可
処
分
所
得
の

向
上
に
む
け
、
全
力
で
取
り

組
ん
で
い
く
。

（
全
道
庁
労
連
釧
路
総
支
部

書
記
長
・
大
津
雅
弘
）

保
険
の
見
直
し
で
可
処
分
所
得
向
上

　

８
月
31
日
～
９
月
１
日
に

か
け
て
開
か
れ
た
「
第
23
回

全
道
保
育
集
会
」
の
概
要
に

つ
い
て
は
前
号
に
掲
載
さ
れ

た
と
こ
ろ
で
す
。

　

当
日
、新
制
度
に
つ
い
て
、

徹
底
的
に
学
習
を
深
め
る
と

い
う
趣
旨
で
行
っ
た
分
科
会

の
参
加
者
か
ら
、「
地
方
版
子

ど
も
・
子
育
て
会
議
の
重
要

性
が
よ
く
分
か
っ
た
」
と
い

う
意
見
が
多
く
寄
せ
ら
れ
、

学
習
会
を
企
画
し
て
い
る
単

組
も
増
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
ニ
ー
ズ
調
査
や
、

既
存
施
設
に
対
す
る
意
向
確

認
な
ど
の
具
体
的
な
作
業
が

進
行
す
る
中
で
、
公
立
施
設

の
果
た
す
べ
き
役
割
や
機
能

に
つ
い
て
、
し
っ
か
り
と
位

置
付
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

「
子
ど
も
・
子
育
て
会

議
」
の
設
置
が
未
定
の
自
治

体
も
あ
れ
ば
、
す
で
に
開
催

が
決
ま
っ
て
い
る
自
治
体
も

あ
り
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
会
議
の

中
で
、
誰
が
何
を
ど
う
い
う

形
で
訴
え
る
か
と
い
う
戦
略

が
重
要
で
す
。
最
終
的
に
は

条
例
で
定
め
る
事
項
が
多
く

な
る
こ
と
か
ら
、
組
織
内
議

員
や
協
力
議
員
と
の
連
携
も

視
野
に
入
れ
た
形
で
の
学
習

会
を
企
画
し
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

チャレンジ チルドレン・ファースト！

組織内・協力議員と連携し
 学習会企画しよう！

㉗

あいさつする新役員と参加者＝９月７日、網走市

要求書づくりで真剣に話し合う参加者＝９月７日、自治労会館

公共民間労組協
総会・学習会

取
り
組
み
方
・
交
渉
力
で

妥
結
内
容
に「
差
」

築
こ
う
！
組
合
員
と
の
信
頼
関
係

書記評

　

２
０
２
０
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開

催
で
日
本
中
が
喜
び
で
湧
き
上
が
っ
て
い

る
よ
う
な
雰
囲
気
で
す
が
、
震
災
か
ら
２

年
半
を
迎
え
ま
し
た
。
進
ま
ぬ
除
染
や
汚

染
水
対
策
。
与
党
時
代
、
民
主
党
の
国
会

議
員
や
都
議
会
議
員
の
皆
さ
ん
と
招
致
活

動
の
議
論
を
し
て
い
ま
し
た
。
招
致
に
前

の
め
り
の
議
論
に
、「
招
致
が
決
ま
る
２
０

１
３
年
秋
に
復
旧
復
興
は
終
わ
っ
て
い
な

い
。
震
災
を
忘
れ
た
活
動
に
な
ら
な
い
よ

う
に
」
と
意
見
を
言
っ
た
こ
と
を
思
い
出

し
ま
す
。
外
国
メ
デ
ィ
ア
の
原
発
災
害
に

対
す
る
高
い
関
心
と
質
問
に
、
対
応
で
き

な
い
日
本
代
表
団
に
批
判
が
集
中
し
ま
し

た
。「
東
京
は
福
島
か
ら
遠
い
」
と
い
っ
た

言
い
訳
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
し
、
批
判
を
か

わ
す
「
汚
染
水
は
完
全
な
管
理
下
に
あ
る
」

と
現
実
と
は
違
う
プ
レ
ゼ
ン
を
し
た
安
倍

総
理
も
責
任
を
追
求
さ
れ
る
べ
き
で
す
。

し
か
し
…
。
お
祭
り
の
陰
で
さ
ま
ざ
ま
な

こ
と
が
静
か
に
動
か
さ
れ
て
い
く
。
注
意

が
必
要
で
す
。（
９
月
13
日
明
石
市
に
て
）

お
祭
り
の
陰
の
動
き
に
注
意

⑱

◇とき

10月10日㈭ 13：30 ～ 16：00

◇会場
北海道自治労会館「４Ｆホール」
（札幌市北区北６西７）

◇内容
・�秋期・賃金確定闘争をめぐる
情勢と公務員給与消減の動向

・�人事院報告と賃金確定闘争の
重点課題

2014年度賃金担当者会議

策
定
に
む
け
意
見
交
換
を
し

た
い
」
と
述
べ
た
。

　

そ
の
後
、「
憲
法
改
正
問
題

に
つ
い
て
」
と
題
し
、
連
合

網
走
地
協
・
高
橋
英
雄
会
長

が
、
現
憲
法
と
自
民
党
憲
法

改
正
草
案
を
比
較
し
た
上

で
、
自
民
党
が
も
く
ろ
む
憲

法
改
正
の
問
題
点
を
解
説

し
、「
ど
ん
な
状
況
で
も
、
今

ま
で
の
運
動
を
継
続
さ
せ
る

こ
と
が
重
要
だ
」
と
強
調
し

た
。
分
散
会
で
は
、「
組
合
員

の
減
少
や
組
合
離
れ
が
深

　

道
本
部
書
記
評
議
会
（
議

長
・
馬
場
民
江
）
は
、
９
月

６
～
７
日
、
網
走
市
・
北
天

の
丘
あ
ば
し
り
湖
で
「
第
43

回
定
期
総
会
」
を
開
き
、
全

道
か
ら
40
人
が
参
加
し
た
。

　

道
本
部
・
大
出
書
記
長

は
、
基
調
提
起
を
兼
ね
た
あ

い
さ
つ
で
、「
参
院
選
で
、
組

合
員
と
対
話
し
信
頼
関
係
が

築
け
て
い
た
か
総
括
が
必

要
。
組
合
員
と
日
常
的
に
信

頼
関
係
を
築
く
の
が
書
記
の

大
事
な
任
務
。
書
記
政
策
の

要
求
づ
く
り
の
大
切
さ
や
当

局
と
対
峙
す
る
た
め
の
根
拠

や
、
法
令
を
明
確
に
す
る
重

要
性
が
出
さ
れ
た
。

　

最
後
に
鷲
津
議
長
が
、「
今

後
の
秋
闘
や
春
闘
で
要
求
書

づ
く
り
が
ス
タ
ー
ト
す
る
。

少
し
ず
つ
前
に
進
ん
で
い
こ

う
」
と
集
約
し
た
。

と
の
重
要
性
を
強
調
。
そ
の

後
、
職
種
、
経
験
別
に
分
か

れ
て
職
場
実
態
を
も
と
に
要

求
書
を
つ
く
り
、
模
擬
団
交

を
実
践
し
た
。

　

参
加
者
は
、「
当
局
を
納
得

さ
せ
る
根
拠
を
持
つ
必
要
性

を
感
じ
た
」「
要
求
書
を
出
す

だ
け
で
は
だ
め
だ
」
な
ど
、

認
し
た
上
で
の
要
求
書
づ
く

り
や
、
団
体
交
渉
で
決
め
た

合
意
内
容
を
書
面
に
残
す
こ

が
参
加
し
た
。

　

自
公
政
権
に
よ
る
地
公
給

与
削
減
問
題
は
、
経
営
状
況

に
関
係
な
く
公
共
民
間
職
場

に
も
波
及
す
る
動
き
が
出
て

い
る
。

　

自
治
労
北
海
道
公
共
サ
ー

ビ
ス
民
間
労
働
組
合
協
議
会

は
９
月
７
日
、
札
幌
市
・
自

治
労
会
館
で
「
第
19
回
定
期

総
会
」
、
８
日
に
「
全
道
学
習

会
」
を
開
き
、
13
単
組
34
人

　

鷲
津
議
長
は
「
単
組
の
取

り
組
み
方
や
交
渉
力
で
妥
結

内
容
に
差
が
出
る
。
情
報
を

共
有
し
一
体
と
な
っ
た
取
り

組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

労
働
法
制
の
規
制
緩
和
も
大

き
な
課
題
、
道
本
部
と
連
携

し
て
進
め
て
い
く
」
と
述
べ

あ
い
さ
つ
し
た
。

　

総
会
で
は
、
公
契
約
条
例

制
定
に
む
け
た
署
名
活
動
の

推
進
や
一
年
間
の
方
針
、
新

役
員
体
制
を
決
定
し
た
。

　

８
日
の
「
全
道
学
習
会
」

は
、
２
月
に
開
い
た
セ
ミ
ナ

ー
の
続
編
「
交
渉
力
ア
ッ
プ

セ
ミ
ナ
ー
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ⅱ
」
と

し
て
、
要
求
の
確
立
と
労
使

交
渉
の
実
践
、
組
織
力
を
高

め
る
こ
と
を
目
的
に
開
い

た
。
松
岡
次
長
は
、
会
社
の

経
営
分
析
、
財
務
状
況
を
確

刻
。
組
合
員
同
士
も
対
話
が

必
要
だ
」「
書
記
全
体
が
も
う

少
し
危
機
感
を
持
ち
運
動
す

べ
き
」
と
い
っ
た
声
が
出
さ

れ
た
。

　

２
日
目
は
、分
散
会
報
告
、

２
０
１
４
年
度
活
動
方
針
を

提
起
し
、
承
認
さ
れ
た
。

　

最
後
に
、
馬
場
議
長
が
、

「
も
っ
と
職
場
課
題
を
集
約

し
、
私
た
ち
の
労
働
条
件
や

職
場
状
況
を
改
善
し
、
自
治

労
運
動
前
進
の
た
め
に
奮
闘

し
よ
う
」
と
呼
び
か
け
た
。


